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京都大学における全学・部局研修用
eラーニング研修支援サービスの現状と課題
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概要：京都大学では，オープンソース学習管理システム Sakai を授業支援だけでなく，全教職員・学生等を

対象にしたコンプライアンス型研修においても広く用いるとともに，新入学部生向けの eラーニング研修

教材の提供にも利用している．これらは，「eラーニング研修支援サービス」として 2012年度から情報環

境機構がサービス提供しており，これまでの利用を通じて明確になった研修支援のための機能を「研修支

援」ツールとして整備・提供している．本稿では，2012年度から提供してきた eラーニング研修支援サー

ビスの現状と課題を Sakai による実装に焦点を当てながら述べる．
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Abstract: At Kyoto University, Open Source Learning Management System “Sakai” has been widely used to
provide e-Learning Training Support Service not only for regular classes but also university-wide compliance
training programs for faculty, staff, students and researchers at Kyoto University, and recently department-
level training programs. Through the development of e-Learning Training Support Service since 2012, nine-
teen training programs have used the service and we have been enhancing the functionality of Sakai using
“Training Support” tool to provide additional functionality Sakai doesn’t have. In this paper, we describe
the detailed experiences and challenges of e-Learning Training Support Service since 2012, focusing on the
implementation using Sakai.
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1. はじめに

京都大学情報環境機構では，正規授業だけでなく OCW

(Open Course Ware)，スキルトレーニングなどの自学自
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IT Planning Office, Institute for Information Management
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習環境も対象とした京都大学における「学び」をトータル

に支援するための共通基盤に腐心しつつ（図 1参照），全

学規模で実施が求められている情報セキュリティ研修や

研究費適正使用研修等のいわゆる「コンプライアンス系研

修」や部局が個別に行う講習を対象とした e-Learning 研修

支援サービスを提供するため，サイバーラーニングスペー

ス (Cyber Learning Space: CLS) を Sakai CLE を用いて

2012年に立ち上げ [1]，「eラーニング研修支援サービス」
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図 1 京都大学の「学び」をトータルに支援することを目的としたサ

イバーラニングスペース

としておよそ 5年間サービスを行ってきた．その間，以下

の研修でサービスが利用（一部は既に利用を終了している）

または利用の準備が行われている:

情報セキュリティ研修

• 受講対象: 教職員・学生

• 運営部局等: 情報セキュリティ対策室

• 利用期間: 2012年 4月～2013年 3月

研究費使用適正研修

• 受講対象: 教職員・研究者

• 運営部局等: 研究国際部研究推進課（当時）

• 利用期間: 2012年 4月～2015年 10月

安全保障輸出管理研修

• 受講対象: 教職員・学生

• 運営部局等: 研究国際部研究推進課（当時）

• 利用期間: 2013年 6月～現在

情報環境機構講習会

• 受講対象: 教職員

• 運営部局等: 情報環境機構広報教育委員会（当時）

• 利用期間: 2013年 6月～現在

廃液廃棄物管理研修

• 受講対象: 教員・研究者

• 運営部局等: 環境安全保健機構

• 利用期間: 2013年 12月～2014年 5月

研究公正研修

• 受講対象: 教職員・研究者

• 運営部局等: 研究推進部研究推進課

• 利用期間: 2015年 3月～2016年 3月

TA 就業前研修

• 受講対象: 研究科 TA 予定者

• 運営部局等: 生命科学研究科

• 利用期間: 2014年 4月～現在

TA 就業前研修

• 受講対象: 研究科 TA 予定者

• 運営部局等: 医学研究科

• 利用期間: 2015年 3月～現在

TA 就業前研修

• 受講対象: 研究科 TA 予定者

• 運営部局等: 工学研究科

• 利用期間: 2015年 3月～現在

治験/臨床研究研修

• 受講対象: 教職員・学生

• 運営部局等: 医学部附属病院臨床研究総合センター

• 利用期間: 2015年 1月～現在

新入生向け初年次教育カリキュラム「心の健康について」

「危険ドラッグについて考える」「急性アルコール中毒

とアルコール・ハラスメント」「京大生と自転車」

• 受講対象: 新入学部生

• 運営部局等: 国際高等教育院

• 利用期間: 2015年 4月～現在

新入生向け初年次教育カリキュラム「レポートの書き方」

• 受講対象: 新入学部生

• 運営部局等: 国際高等教育院

• 利用期間: 2016年 3月～現在

動物実験教育訓練研修

• 受講対象: 研究者

• 運営部局等: 研究倫理・安全推進室

• 利用期間: 2016年 4月～現在

霊長類研究所版動物実験教育訓練研修

• 受講対象: 研究者

• 運営部局等: 霊長類研究所

• 利用期間: 2017年 4月開始予定

派遣留学生・受入留学生用健康安全研修

• 受講対象: 学生

• 運営部局等: 教育推進・学生支援部

• 利用期間: 2017年 4月開始予定

附属病院医療教育研修

• 受講対象: 学生

• 運営部局等: 医学部附属病院

• 利用期間: 2017年 4月以降開始予定

上記のように，研修内容としては昨今のコンプライアン

ス強化に伴う法令強化に対応するためのものから，受講者

の意識向上を目的としたものまで様々なものが提供されて

いるが，いずれも京都大学特有というよりは研究大学であ

ればどの大学でも必要になる研修が多い．

このような研修を情報環境機構の正規の業務として支援

するため，我々は，2012年度に eラーニング研修支援サー

ビスの提供を開始する際，「情報環境機構 eラーニング研

修支援サービスの利用に関する規程（平成 25年 5月 14日

情報環境機構長 裁定）」を定め [2]，以下の 5つのサービス

を提供することとした:

( 1 ) 学習支援システムを用いた研修実施環境

( 2 ) eラーニング型研修に使用する教材を eラーニング化
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図 2 授業用の学習支援システム PandA とは同じコードベース（左:

研修支援用，右:授業支援用）．

するためのコンサルティング

( 3 ) コンテンツの学習支援システムへの登録支援

( 4 ) eラーニング型研修の受講状況などの統計情報の作成

支援

( 5 ) 統合認証システムとの連携による eラーニング型研修

受講対象者の登録支援

本稿では，Sakai による実装に焦点を当てながら，これま

での 5年間を上記の 5 つのサービスの観点から振り返ると

ともに，eラーニング研修支援サービスの今後の課題につ

いて述べる．

2. 学習支援システム Sakai を用いた研修実施
環境

2.1 現状

eラーニング研修支援サービスの提供に際しては，京都

大学の学習支援システムとして用いられている Sakai CLE

(Collaboration and Learning Environment)を用いている．

その選択理由や技術的基盤，サービス提供体制は，文献 [1]

にまとめたものからは大きくは変わっていないが，以下の

点で当初とは異なっている:

• Sakai 2.9 を用いて開始されたが，5年間の間に Sakai

本体のバージョンが 2.9 から 10 (2014年 6月 24日リ

リース)，そして 11 (2016 年 8 月 31 日リリース) に

バージョンアップしたことから，現在では Sakai 10

が利用されている．これは，Sakai は最新バージョン

から 1つ前までがセキュリティ対策や不具合解消の保

守対象となることが決まっており，Sakai 11 のリリー

スにより，当初から使用していた Sakai 2.9 が EOL

(End of Life) になったためである．なお，バージョン

アップのタイミングは異なるものの，運用コストを抑

えるため，研修支援サービスで利用している Sakai の

コードベースは授業用の Sakai (PandA) と同じもの

となっている（図 2参照）．

• 高度情報教育用コンピュータシステムが 2014年 3月

に稼働し教育用汎用サーバが導入されたことから，経

費負担を抑えるため，利用負担金の支払いが生じる汎

用コンピュータシステムの VM ホスティングサービ

スから教育用汎用サーバに移行した．

• 2014年度の情報環境機構の組織改革に伴い，IT企画

室教育支援部門が業務を所掌することになった．

一方で，京都大学の学びの環境は，2014年度から高等教育

研究開発推進センターが提供を開始した MOOC (Massive

Open Online Course) により大きく変わり始めている [3]．

特に，OCW プロジェクトから明確になりつつあったビデ

オ教材の作成と活用は，MOOC によりさらに強化され，

本研修支援サービスでのビデオ教材も含めた全学的なビ

デオプラットフォームの必要性が高まっている．これに対

応するため，情報環境機構ではクラウド型ビデオプラット

フォームサービス Kaltura を試験導入し活用評価を行って

いる [4]．

2.2 課題

上述の MOOC プロジェクトでは，Open edX プラット

フォームを利用した学内専用の KyotoUx プラットフォー

ムを構築中であり，MOOC 教材の SPOC (Small Private

Online Course) 利用等を目的に，2017年度から運用を開

始する予定である．

また，京都大学では，学生所有のノートパソコンを持参

させる BYOD (Bring Your Own Device) 化により，キャ

ンパス内外における教えや学びを統合した教育学習環境を

整備することが，第 3期中期目標・中期計画において推進

されおり，情報環境機構では，平成 30年 3月の教育用コン

ピュータシステムの更新に合わせて，サテライト教室（授

業用）やオープンスペースラボラトリ（自学自習環境）に

おいてこれまで長年にわたり整備してきた端末環境（プリ

ンタを含む）を，クラウドベースの教育学習支援サービス

を学生が所有するノート PCを用いて利用する「教育学習

環境の BYOD化・クラウド化」へ大きく舵を切ることが

計画されている [5]．

「京都大学の学びをトータルに支援する共通基盤」とし

てサイバーラニングスペース構想を推進してきた我々とし

ては，BYOD 化を前提に，「学びのポータル」を通じてそ

れぞれの学びに焦点を当てるとともに個人化した支援環境

の提供が重要であると考えている．例えば，eラーニング

研修についても，本サービスを利用するものもあれば，外

部サービスを利用しているものもある．これらは研修提供

者側の論理でそうなっているだけであり，研修を受ける側

としては「何の研修をどこで受ければよいのかわかりにく

い」状況が生まれている．BYOD 化が進み，学習環境の

パーソナル化がいっそう明確になっていく中で，必要な情

報を必要なときに必要な人に届けられる学びの環境の整備

が求められる．
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図 4 「研修支援」ツールのシステム構成

3. 教材を eラーニング化するためのコンサル
ティング

eラーニング研修支援サービスにおいて，最も重要であ

りながら，サービス提供側の人的リソースが極めて限定さ

れているサービスがコンサルティングである．これは，構

成員に研修を提供したいと考えている研修サービス実施部

署に対して，「研修内容は何か」「そのためにはどういう教

材を作成する必要があるのか」「それを Sakai にどう実装

するのか」についてヒアリングを行い丁寧に具体化する作

業である．

2012年度の eラーニング研修支援サービス提供開始時

は，全国共同利用サービスのコンテンツ作成支援サービス

と連携しながら Sakai で実装可能である事項，コンテンツ

作成支援サービスで対応する必要がある事項等を明確にし

ながら対応することができた．しかしながら，教育支援部

門としての業務化を行う中で十分な支援体制が構築でき

る見通しがなかったとともに，コンテンツ作成支援サービ

ス自体が情報環境機構のサービスとしては 2015年度末で

サービス終了（全国共同利用サービスとしても 2016年度

末で終了）となったことから，現在は技術職員・事務職員

で対応可能な以下のパタンに限定している:

• 映像教材を用いて研修用教材を作成することができる
「授業」ツールおよびオンラインで理解度テストを実

施するための「テスト・クイズ」ツールでのみ教材作

成が可能である場合．ただし，映像教材やテスト問題
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は研修実施側での作成とする (図 3参照)．

• 既存の TA 研修と同じ形式での TA 研修の場合．

限られたリソースの中で対応可能なサービスレベルを限定

することは致し方ないものの，情報技術の効果的な活用の

ためには，このようなコンサルティングサービスこそ全学

的には強化すべきであろう．

4. コンテンツの学習支援システムへの登録
支援

前節のコンサルティングとも強く関連するが，教材の実

装を Sakai で行っていく上で具体的な手順を研修実施担当

者のやりたいことを確認することがまず必要である．その

上で，その作業を研修実施担当者が行えるのか，行えない

と判断したときは，業者による対応を推奨した場合もある

が，コンテンツ作成支援サービスで対応することが多かっ

た．コンテンツ作成支援サービスが終了した現在，授業支

援としての共通化を図りながら，授業・研修双方を対象と

した教材作成支援サービスをどう展開するか非常に悩まし

い状況が続いている．

2節で述べた MOOC プロジェクトを実施している高等

教育研究開発推進センターに，OCW や MOOC，PandA

活用のための全学的な教育コンテンツ活用推進委員会が設

置され活動を開始したことから今後に期待したい．

5. eラーニング型研修の受講状況などの統計
情報の作成支援

Sakai は，CMS (Course Management System) あるいは

LMS (Learning Management System) と呼ばれるシステ

ムであり，基本的に大学における正規の授業支援を対象と

した eラーニングシステムである． 教材作成が行える「授

業」ツールや，オンラインテストを実施するための「テス

ト・クイズ」ツール，テスト結果に基づき成績をつけるた

めの「成績簿」ツール等，研修支援でも利用可能な機能は

あるものの，授業支援を対象としているため，必ずしも使

い勝手がよいものではない．特に，受講状況を研修実施担

当者が確認したり，必要に応じて修了証や受講証を発行す

るための機能が十分とはいえない．そこで，我々は「研修

支援」ツールを新たに開発するとともに，サイトとして研

修支援専用の「研修サイト」種別を作成し，研修実施に必

要なロール（「研修支援サービス管理者」「研修実施者」「部

局担当者」「受講者」）に基づいた以下の機能を実装した [6]:

• 部局担当者が受講者名簿を作成・管理する機能 (図 5

参照)

• 研修実施担当者や部局担当者だけでなく受講者も受講
状況を確認する機能 (図 6参照)

• 受講者が自分の受講状況を確認するとともに，必要に
応じて修了証等を PDF により出力することができる

機能（図 7参照）

6. 統合認証システムとの連携による eラーニ
ング型研修受講対象者の登録支援

eラーニング研修支援サービスの受講者は，教職員・学

生・研究者等の学内構成員が対象となる．研修実施担当者

や部局担当者は，前節で述べた「研修支援」ツールを用いる

ことにより，統合認証システムに登録されている構成員を

職名や ID 指定により登録することができる．しかしなが

ら，統合認証システムでは離籍とともにデータが削除され

るため，受講履歴情報の維持のために Sakai 専用の LDAP

サーバを 3時間おきに同期させ，統合認証システムから削

除された場合はユーザ情報を離籍情報とともに保持するよ

うにしている (図 4参照)．

7. まとめ

本報告では，2012年度から行ってきている eラーニング

研修支援サービスの現状について，Sakai による実装に焦

点を当てながら現状についてまとめた．

今後は，授業支援用と研修支援用の Sakai を統合するこ

とにより運用コストを圧縮するとともに，学びの個人化

ポータルを整備し，京都大学における学びに関するシステ

ム間連携を利用者目線で進める必要がある．
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図 5 「研修支援」ツールでの受講者名簿管理

図 6 「研修支援」ツールから利用できる受講状況一覧機能
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図 7 Sakai テンプレートエンジンを用いた修了証・受講証の PDF 出力
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